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【はじめに】Alナノ構造配列は，幾何学形状を制御することで可視光波長帯域に局在表面プラズ

モンに由来する吸収を示すことから，太陽電池や光学フィルターなどプラズモニックデバイスへ

の応用が期待されている．Alナノ構造配列は，一般的に，半導体微細加工技術にもとづくトップ

ダウンプロセスによって形成されており，その効率的な形成手法の確立が望まれている．我々の

グループはこれまでに，ナノ細孔の規則配列構造を有する陽極酸化ポーラスアルミナをテンプレ

ート材とした電解析出法による Alナノワイヤーアレイの形成手法に関して報告している[1]．ボト

ムアップ材料の一つである陽極酸化ポーラスアルミナにもとづく本手法によれば，半導体微細加

工技術を用いることなく，Alナノワイヤーアレイの形成が可能である．本報告では，陽極酸化ポ

ーラスアルミナを用いた電析法による Al ナノワイヤーアレイの形成と局在表面プラズモン特性

評価に関する検討結果について述べる． 

【実験】Alを酸性電解液中にて陽極酸化することでポーラスアルミナを得た．非水系電解液を用

いた Al 電析により，ポーラスアルミナのナノ細孔中に Al を充填した．その後，テンプレート材

であるポーラスアルミナを溶解除去することで，Alナノワイヤーを得た．得られた試料の幾何学

形状は，SEM を用いて観察した．Alナノワイヤーアレイの光学特性は，消光スペクトルを測定す

ることで評価した． 

【結果および考察】図 1には，本手法により形成された Al ナノワイヤーの典型的な SEM 観察像

を示す．均一な直径の Alナノワイヤーの形成が確認された．ナノワイヤーの直径は 60nmであり，

ポーラスアルミナの細孔径と一致していた．図２には，Alナノワイヤーアレイの消光スペクトル

測定結果の一例を示す．本手法により得られた Alナノワイヤーアレイは，波長７００ｎｍ付近に

局在表面プラズモンに由来する消光ピークを示すことが確認された． 
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図２ Ａｌナノワイヤーアレイの消光スペ

クトル測定結果 

図１ Ａｌナノワイヤーの SEM観察像 
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